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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管状の器官の形状を模して形成された基本形状部と、
　組織片を保持し、前記基本形状部に対して着脱自在に設けられた組織保持部と、
　を備え、
　前記組織保持部は、
　筒状に形成されて外周面に内部空間と連通する窓部を有する本体と、
　前記組織片の少なくとも一部が前記窓部と重なるように、前記本体上に前記組織片を固
定する固定部材と、
　を有し、
　前記本体は、前記基本形状部に取り付けられた状態で前記基本形状部に対して前記本体
の周方向に回転可能である内視鏡用モデル。
【請求項２】
　前記固定部材は、突起部を有し、
　前記本体は、前記内部空間に連通し、前記突起部が進入可能な固定穴を有する
　請求項１に記載の内視鏡用モデル。
【請求項３】
　前記固定穴は、前記本体の軸方向において前記窓部と重ならない位置に設けられている
　請求項２に記載の内視鏡用モデル。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用モデル、より詳しくは、軟性内視鏡等の操作のトレーニングや軟性
内視鏡等の性能評価等に用いる内視鏡用モデルに関する。
　本願は、２０１４年６月５日に、日本に出願された特願２０１４－１１６８０８号に基
づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、軟性内視鏡等の操作のトレーニングや軟性内視鏡等の性能評価等において、ヒト
の臓器を模して形成された内視鏡用モデルが用いられている。
　このような内視鏡用モデルは、各種内視鏡操作のトレーニングにも用いられる。しかし
、内視鏡的粘膜剥離や縫合などの手技のトレーニングでは、実際の臓器組織を用いる必要
があるため、少なくとも手技を行う部分をブタやウシ等の内臓組織の切片を用いて構成す
るのがより一般的である。
【０００３】
　特許文献１には、所定の臓器の形状を有する模擬臓器と、粘膜組織を固定可能な固定枠
とを備えた内視鏡用切開剥離術モデルが記載されている。固定枠は、模擬臓器に設けられ
た窓に組み込まれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】日本国特開２００６－１１６２０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の内視鏡用切開剥離術モデルでは、粘膜組織が固定された固定枠が模
擬臓器に形成された窓に組み込まれる。そのため、模擬臓器の特定の位置にしか粘膜組織
を取りつけられない。その結果、ある特定の状態しか再現できず、トレーニングや評価の
多様性が制限されるという問題がある。
【０００６】
　上記事情を踏まえ、本発明は、多様性を確保してトレーニング等を行うことができる内
視鏡用モデルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１態様によれば、内視鏡用モデルは、管状の器官の形状を模して形成された
基本形状部と、組織片を保持し、前記基本形状部に対して着脱自在に設けられた組織保持
部とを備え、前記組織保持部は、筒状に形成されて外周面に内部空間と連通する窓部を有
する本体と、前記組織片の少なくとも一部が前記窓部と重なるように、前記本体上に前記
組織片を固定する固定部材と、を有し、前記本体は、前記基本形状部に取り付けられた状
態で前記基本形状部に対して前記本体の周方向に回転可能である。
【０００８】
　本発明の第２態様によれば、第１態様の内視鏡用モデルにおいて、前記固定部材は、突
起部を有し、前記本体は、前記内部空間に連通し、前記突起部が進入可能な固定穴を有し
てもよい。
【０００９】
　本発明の第３態様によれば、第２態様の内視鏡用モデルにおいて、前記固定穴は、前記
本体の軸方向において前記窓部と重ならない位置に設けられてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の各態様の内視鏡用モデルによれば、多様性を確保してトレーニング等を行うこ



(3) JP 6022091 B2 2016.11.9

10

20

30

40

50

とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る内視鏡用モデルを示す図である。
【図２】同内視鏡用モデルの組織保持部およびその周辺を示す拡大図である。
【図３】図２のＩ－Ｉ線における断面図である。
【図４】図２のＩＩ－ＩＩ線における断面図である。
【図５】同組織保持部の本体を示す図である。
【図６】記録治具の一例を示す図である。
【図７】記録治具の一例を示す図である。
【図８】本発明に係る内視鏡用モデルの変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の一実施形態について、図１から図７を参照して説明する。
　図１は、本実施形態の内視鏡用モデル１が収容された筐体１００を示す図である。筐体
１００は、樹脂等でヒトの胴体を模した形状に形成されており、内視鏡用モデル１を収容
可能な内部空間１０１を有する。内視鏡用モデル１は、ヒトの大腸（管状の器官）を模し
たモデルであり、大腸に似せて形成された管状の柔軟部（基本形状部）１０と、柔軟部１
０に回転可能に着脱される組織保持部２０とを備えている。
【００１３】
　柔軟部１０は、例えばシリコーン等の柔軟な材料で形成され、内視鏡用モデル１の基本
形状を規定する。柔軟部１０は、近位側の大腸を模した第一柔軟部１１と、遠位側の大腸
を模した第二柔軟部１２とを有している。第二柔軟部１２の一端は、筐体１００に設けら
れた図示しない穴に接続されている。第二柔軟部１２が接続された穴は、筐体１００にお
いて肛門に相当する位置に設けられているため、柔軟部１０をヒト大腸の走行態様と同様
に筐体１００の内部空間１０１に配置することで、内視鏡の挿入手技に関するトレーニン
グや評価を行うことができる。
【００１４】
　図２は、組織保持部２０およびその周辺を示す拡大図である。図３は、図２のＩ－Ｉ線
における断面図であり、図４は、図２のＩＩ－ＩＩ線における断面図である。
　組織保持部２０は、略円筒状の本体２１と、本体２１に取りつけられる固定部材２６と
を備えている。図５は、本体２１の平面図である。本体２１には、組織を内視鏡用モデル
１の内側に露出させるための窓部２２と、窓部２２の周囲に設けられた４つの固定穴２３
とが、本体２１の周壁を貫通して内部空間と連通するように設けられている。
【００１５】
　窓部２２の寸法は、内視鏡用モデル１の内側にどのくらいの大きさの組織を露出させた
いか等を考慮して適宜設定されてよい。また、窓部の形状も四角形には限られず、適宜設
定されてよいが、本体２１の周方向における窓部の寸法Ｄ１は、概ね本体２１の外周長の
４分の１以下とされるのが好ましい。本体の周方向における窓部の寸法が大きすぎると、
窓部に露出する組織の支持状態が不自然となり、実際の臓器と乖離することがあるため、
好ましくない。
【００１６】
　本実施形態において、固定穴２３は、本体２１の軸方向および周方向のいずれにおいて
も窓部２２と重ならない位置に設けられている。固定穴２３の数や設ける位置は、適宜設
定されてよいが、少なくとも本体２１の軸方向において窓部２２と重ならない位置に設け
ると、窓部２２と重ならないように固定部材２６を配置しやすいため、好ましい。
固定穴２３と窓部２２との距離である固定しろＤ２は、例えば３ミリメートル（ｍｍ）以
上あれば好適に組織を本体に保持することができる。また、固定穴の形状を、本体２１の
軸方向よりも周方向において長く設定すると、後述する固定操作における誤差を吸収しや
すくなり、好ましい。
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【００１７】
　固定部材２６は、紐状または帯状のバンド部２７と、バンド部２７に設けられた突起部
２８とを有する。バンド部２７は、樹脂や布などで形成することができ、環状にすること
で、本体２１の外周面上に配置した組織片を締め付けることができる。突起部２８は、固
定穴２３に進入可能な形状を有する。
【００１８】
　図２に示すように、第一柔軟部１１および第二柔軟部１２の端部には、管状の接続部材
３０が取り付けられている。接続部材３０と柔軟部１０との接続態様については特に制限
はなく、例えば、柔軟部１０の端部を拡張させて嵌め込んだり、柔軟部１０に接着したり
して接続されてよい。
　接続部材３０の内径は、本体２１の外径よりわずかに大きい。本体の２１の端部を接続
部材３０内に進入させると、接続部材３０の内面と本体２１の外面との間に軽い摩擦が生
じ、柔軟部１０と組織保持部２０とが係合する。組織保持部２０は、所定の力を加えるこ
とにより、係合した柔軟部１０に対して、本体２１の軸まわりに回転させることができる
。
【００１９】
　上記のように構成された本実施形態の内視鏡用モデル１の使用時の動作について説明す
る。
　まず、組織保持部２０に取りつける組織片を準備する。手技や部位等を考慮して適宜選
択した動物の臓器等から、窓部２２およびすべての固定穴２３を覆う大きさの組織片を切
り出す。
【００２０】
　次に、組織片においてモデル内部に露出させたい面と本体２１の外周面等を対向させて
、窓部２２および固定穴２３と重なるように組織片ＴＰを本体２１の外周面上に配置する
。続いて、２本の固定部材２６を、突起部２８を組織片ＴＰに対向させて環状に取り付け
、本体２１に対して組織片ＴＰを締め付ける。このとき、突起部２８と固定穴２３の位置
とを合わせ、突起部２８が固定穴２３内に進入するように固定部材２６を取りつける。以
上で、組織保持部２０への組織片ＴＰの固定が完了する。
【００２１】
　組織保持部２０に組織片ＴＰが固定された状態においては、図４に示すように、組織片
ＴＰの一部が固定部材２６の突起部２８に押されて固定穴２３内に進入している。これに
より、組織片ＴＰが、本体２１に対して本体２１の周方向および長手方向にずれることが
好適に抑制される。また、組織片ＴＰの一部は、図３に示すように、適度にテンションが
かかった状態で窓部２２から内視鏡用モデル１の内側に露出され、柔軟部１０内に挿入し
た内視鏡により手技を行うことが可能な状態に支持される。
【００２２】
　組織保持部２０に組織片ＴＰを固定したら、本体２１の両端部を、それぞれ第一柔軟部
１１および第二柔軟部に取り付けられた接続部材３０内に進入させる。これにより、組織
保持部２０と柔軟部１０とが係合し、第一柔軟部１１と第二柔軟部１２とが、組織保持部
２０を介して一体に接続される。必要に応じて、組織保持部２０を柔軟部１０に対して本
体２１の周方向に回転し、窓部２２を所望の位置に移動させると、内視鏡用モデル１が使
用可能な状態となる。
【００２３】
　使用者は、柔軟部１０に内視鏡を挿入したり、内視鏡に挿入した処置具を用いて窓部２
２から露出した組織に対して手技を行ったりすることにより、各種トレーニングや内視鏡
、処置具等の性能評価等（以下、「トレーニング等」と称する。）を行うことができる。
手技に関するトレーニング等を行う場合は、予め組織片を固定した組織保持部２０を複数
用意しておき、順次交換することにより、連続的にトレーニング等を行うことができる。
高周波ナイフ等の、通電する処置具を用いたトレーニング等を行う場合は、組織片ＴＰの
端部に導電性を有する対極部材を取りつけたり、離れた位置に取り付けた対極部材と組織
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片ＴＰとを生理食塩水で湿らせたガーゼでつないだりして、組織片ＴＰへの通電を可能に
すればよい。
【００２４】
　窓部２２に露出した組織片ＴＰの反対側には、組織片ＴＰを支持するものが何もないた
め、窓部２２に露出した組織に作用するテンション等の状態は、実際の臓器のものに非常
に近い。したがって、例えば組織片ＴＰに対してＥＳＤ（内視鏡的粘膜下層剥離術）のト
レーニング等を行う際、内視鏡の先端部を粘膜下に潜り込ませるような操作を行った際の
組織の挙動や感触等についても、実際の患者に対して行った場合に近いものを得ることが
できる。
【００２５】
　以上説明したように、本実施形態の内視鏡用モデル１によれば、組織片ＴＰが保持され
る組織保持部２０が、柔軟部１０に対して軸まわりに回転可能に取り付けられるため、柔
軟部１０を回転せずに組織が露出する窓部２２を所望の位置に移動させることができる。
その結果、手技対象の組織が腹側にある場合、背側にある場合等の様々な状況を容易に再
現することができ、容易な操作で多様性を確保してトレーニング等を行うことができる。
【００２６】
　内視鏡用モデル１を用いたトレーニング等を行う際は、必ずしも組織保持部に組織が固
定されなくてもよい。例えば組織保持部に紙等を固定し、内視鏡のチャンネルには高周波
ナイフ等の処置具に代えて、紙等に先端の軌跡を残すことができる記録治具を挿入する。
この状態で内視鏡の先端から突出した記録治具を操作することで、記録治具先端の軌跡を
紙に記録し、トレーニング等を行うことができる。
【００２７】
　記録治具の例を図６および図７に示す。図６に示す記録治具５０Ａと図７に示す記録治
具５０Ｂは、同様の基本構成を有する。すなわち、可撓性を有する長尺の挿入部５１と、
挿入部５１の先端部に設けられた印字部と、挿入部５１の基端部に設けられた印字材料供
給部とを備えている。
　挿入部５１は内視鏡のチャンネルに挿通可能な寸法を有する管状の部材であり、内部空
間にインク等の印字材料５４が充填されている。挿入部５１は、シース５５に挿通されて
いる。記録治具５０Ａおよび５０Ｂの例では、印字材料供給部はシリンジ５３となってお
り、ピストン５３ａを操作することで挿入部５１内に印字材料５４を供給することができ
る。
　印字部の構成としては、挿入部５１から供給される印字材料５４を用いて印字を行うこ
とができれば特に制限はなく、公知の筆記具の構造等を適宜採用することができる。図６
にはフェルトペン状の印字部５２Ａを、図７にはボールペン状の印字部５２Ｂをそれぞれ
例示している。
【００２８】
　以上、本発明の内視鏡用モデルについて、一実施形態を用いて説明したが、本発明の技
術範囲は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲におい
て構成要素の組み合わせを変えたり、各構成要素に種々の変更を加えたり、削除したりす
ることが可能である。
【００２９】
　例えば、本発明において、臓器の形状に模して形成される基本形状部は、必ずしも柔軟
である必要はない。ただし、柔軟であるほうがより実際の臓器に近い感覚でトレーニング
等を行うことができ、好ましい。
【００３０】
　また、基本形状部を３以上に分割し、それぞれの接続部位に接続部材を取りつけること
で基本形状部の２以上の位置に組織保持部を取り付け可能とすることにより、さらにトレ
ーニング等の多様性を向上させることができる。このとき、対向する接続部材を、組織保
持部を挟まずに連結可能に構成すると、組織保持部を取りつける位置の変更が容易になり
、さらに好ましい。
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　さらに、対象とする臓器も大腸には限られない。図８に示す変形例の内視鏡用モデル８
１では、胃の形状を模した基本形状部８２の幽門部に相当する位置に、組織保持部２０が
取り付けられている。内視鏡用モデル８１においては、組織保持部２０が噴門部に取り付
けられるよう構成されても構わない。
【００３２】
　加えて、上述の実施形態では、組織保持部の本体が基本形状部の接続部材内に進入して
両者が接続される例を説明したが、これに代えて、図８に示す内視鏡用モデル８１のよう
に、本体２１Ａの内径を接続部材３０Ａの外径よりも大きくし、接続部材３０Ａが本体２
１Ａ内に進入して両者が接続される構成にしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　本発明は、軟性内視鏡等の操作のトレーニングや軟性内視鏡等の性能評価等に用いる内
視鏡用モデルに広く適用でき、多様性を確保してトレーニング等を行うことを可能とする
。
【符号の説明】
【００３４】
１、８１　内視鏡用モデル
１０　柔軟部（基本形状部）
１１　第一柔軟部
１２　第二柔軟部
２０　組織保持部
２１、２１Ａ　本体
２２　窓部
２３　固定穴
２６　固定部材
２７　バンド部
２８　突起部
３０、３０Ａ　接続部材
５０Ａ、５０Ｂ　記録治具
５１　挿入部
５２Ａ、５２Ｂ　印字部
５３　シリンジ
５３ａ　ピストン
５４　印字材料
５５　シース
８２　基本形状部
１００　筐体
１０１　内部空間
ＴＰ　組織片
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